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は じ め に

最近， イ チ ゴ栽培地帯で， う ど ん こ 病 と と も に 炭 そ 病

の被害が増大 し て い る 。 そ の原因 と し て ， 産地や市場関

係者が高品質で収量 の 多 い 品種 を 重視す る た め， 育種 も

そ れ ら の 点 に 主眼 を お き ， 耐病性 は副次的な も の と し て

評価 さ れて き た た め と 考 え ら れ る 。 現在 ま での主要な栽

培品種 は， 1宝交早生」 か ら 「女峰j， 1 と よ の かj， 1 ア イ

ペ リ ー」 へ と 変遷 し ， 品種が変わ る に つ れて病害の発生

様相が変化 し て お り ， 1宝交早生」 で は 問題 と な ら な か っ

た 炭 そ 病が多発 し て全国的 な 問題 と な っ て き て い る 。 そ

こ で， そ の あ た り の状況 に つ い て考察 し て みた い。

1 主要産地での品種の変遷 と 炭 そ 病の発生状況

現在， 東京市場 に 出荷 し て い る 主要な産地 を 図ー 1 に 示

し た (熊倉， 1993) 0 1 月 か ら 4 月 ま での主要な 出荷産地

は栃木， 福岡， 佐賀， 静岡各県で， 5 月 以降 10 月 ま で は

関東以北 の 県か ら の入荷や ア メ リ カ か ら の輸入 に頼 っ て

い る が， 1 1 月 か ら は福岡， 佐賀， 静岡， 栃木各県の生産

に よ っ て 圏 内 で供給で き る よ う に な る 。 我が国での イ チ

ゴ の 主要産地 に お け る 品種の変遷 と 炭 そ 病の発生状況 に

つ い て ， 収集で き た 研究報告か ら ， 以下 に抜粋 し て み た。

1 ) 徳島県

本病 の 発生 を 最初 に 確認 し た 県 で あ り ， 1969 年 8 月

「芳玉J を仮植 し て ま も な い苗が相次 い で萎 ち ょ う ， 枯死

す る 病害が発生 し た 。 山本及び福西 ( 1970 ， 1971) は病原

菌等 に つ い て 検討 し た 結果， 病原菌が Colletotrichum

j同rgariae であ る 炭 そ 病 と 診断 し ， こ れが我が国での イ チ

ゴ炭そ病の最初の報告 と な っ た 。 そ の後， 1980 年 ご ろ か

ら 「麗紅J の栽培面積が増加 し て本病の発生地域が広が

り ， さ ら に 「女峰」 の栽培が普及す る よ う に な っ た 1985

年か ら は， ほ と ん ど の イ チ ゴ栽培地帯で発生が認め ら れ

る よ う に な っ た (広田 ・ 加々 美， 1990) 。

2 ) 栃木県

1970 年 ご ろ か ら 「 ダナ -j が栽培 さ れて， そ の後， 1宝

交早生j， 1 は る の かj， 1芳玉」 が栽培 さ れた が， こ れ ら

は栽培環境への適応J性 に 欠 け ， 新品種の育成 ( 1女峰j ，

「栃 の峰j) が切望 さ れ る こ と と な る 。 イ チ ゴ炭 そ 病 は

Change of Cultivated Strawberry Varieties and the 
Occurrence of Anthracnose. By Norihiko KOBAYASHI 

林 事己 彦

1975 年 「盛岡 16 号」 で初め て 発生が確認 さ れ， 1980 年

に は 「麗紅」 へ発生が広が っ た 。 ま た ， 1985 年 に は 「 ア

イ ペ リ ーj や 「女峰J で炭 そ病が散見 さ れ る 程度 で あ っ

た が， 1987 年の 「女峰」 の 普及拡大 と と も に 全県 の イ チ

ゴ栽培地帯で多発 し ， 苗不足 と 本圃 で の 萎 ち ょ う ， 枯死

を招 き 大問題 と な っ た (橋田 ら ， 1988 ; 石川 ， 1991) 。

3 ) 静岡 県

1986 年 「 ア イ ペ リ ー」 と 「女峰j を 中心 に 散見 さ れ る

程度 で あ っ た が， 1988 年 ご ろ か ら 発生 は 全県 に 及 び，

1990 年 に は仮植床で多発 し ， 苗不足が問題 と な る ほ ど激

し い発生 と な っ た (伊奈， 1990) 。

4 ) 奈良県

1978 年 「麗紅」 で局地的 に 発生 を 初 め て 確認 し た 後停

滞 し て い た が， 1987 年 に 「女峰J の 導入 を 図 っ た 地域で
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図 ー 1 東京市場 に お け る イ チ ゴ の 月 別入荷量 (0)
及び単価 (・) (1990) (熊倉， 1993) 
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多発 し ， 著 し い苗不足 と 本圃での急激な萎 ち ょ う ， 枯死

を招 き 深刻 な 問題 と な っ た ( 岡 山 . 1990) 。

5 ) 福岡県

炭そ病の初発生 に 関す る 正確な記録 は な い が. 1974 年

ご ろ 「芳玉」 で発生 し た よ う であ る 。 そ の後. I麗紅J.

「 は る のかj で発生 し . 1984 年の 「 と よ の かJ の普及 と と

も に 大発生 し た 。 そ の他. I ひ み こ J. I紅宝満」 や炭そ病

に抵抗性であ る と い わ れて い た 「宝交早生j で も 発生 し

た (池田. 1990) 。

6 ) 長崎県

1991 年 8 月 「 と よ の かJ の栽培地帯 に お い て， 従来の

も の と は病徴が異 な る 炭 そ 病， す な わ ち ， 葉 に 汚斑状の

斑点病斑が形成 さ れず， 葉縁が枯れ込む葉枯れ症状が確

認 さ れた (松尾. 1992) 。

こ の よ う に ， 各産地の主要 な栽培品種の変遷 を みて く

る と ， イ チ ゴ産地での 品種が 「女蜂」 と 「 と よ の かj に

固定 さ れ， 集約的 に 普及 さ れ る の に つ れて本病の発生が

増加 し て き た こ と が う かが え る 。

2 二 れ ら の病害発生 に 関与す る 病原菌

イ チ ゴ炭 そ 病が最初 に報告 さ れた の は BROOKS (1931) 

に よ る ア メ リ カ での発生で あ り ， 我が国 で は 山本及び福

西 (1970) に よ っ て 徳島 県 の イ チ ゴ品種 「芳玉」 で発生

が初 め て確認 さ れた。 イ チ ゴ炭 そ 病の病原菌 に つ い て ，

BROOKS は Colletotrichum j均�ariae と 同定 し ， 我が国の

炭 そ 病菌 に つ い て も 山本 ( 1971) に よ っ て C. fragariae と

同定 さ れた。 そ の後， 岡 山 (1988) は発病株に子の う 殻

の形成 を認め， イ チ ゴ炭 そ 病菌の完全時代 を Glomerella

cingulata と し ， 分 生 胞 子 時 代 を Colletotrichum

gloeoゆorioides と 改め た 。 本菌の子の う 殻の確認は そ の

後 も 石 川 ら (1989 a )  . 築 尾 ・ 小 林 ら ( 1991) . 秋 田

( 1993) に よ っ て も 報告 さ れて い る 。 ま た . 1991 年 8 月 ，

長 崎 県 で発生 し た イ チ ゴ 葉 枯 れ 炭 そ 症状 は ， 築 尾 ら

( 1992) に よ っ て 新 し い 種 の 病 原 菌 Colletotrichum

acutatum に よ る も の と 同定 さ れ た 。 本症状 は そ の後 日 本

植物病理学会病名調査委員会で炭 そ 病 と 命名 さ れた。 ま

た， こ れ ら の症状 を伴 う 炭 そ病は， 現在 ま で に岩手， 栃

木， 静岡， 佐賀各県で も 確認 さ れて い る 。

以上 の よ う に ， イ チ ゴ 炭 そ 病 を 引 き 起 こ す病原菌 は 2

種類存在 し て い る こ と と な る 。 長崎県 の イ チ ゴ産地 に お

け る 炭 そ 病の発生が C. acutatum に起因 し， そ の菌が優

先 化 し た 理 由 に つ い て は い ま だ 不 明 で あ る が . c.

acutatum は C. gloeoゆorioides と 異 な っ て 胞 子形成量

が多 く ， 野菜， 花 き ， 果樹， 茶樹， 鉢物や街路樹， 樹木

等 の 擢病部か ら 分離 さ れ る こ と が多 い 。 こ れ ら の 事実

は， イ チ ゴ の栽培環境の周 囲 に 常住す る C. acutatum が

集中的な農薬散布等の栽培環境の変化 に よ っ て優先化す

る 可能性の あ る こ と を 示唆 し て い る 。

3 イ チ ゴの耐病性の 品種間差

本病 に対す る 耐病性の検定方法 と し て ， ポ ッ ト 育苗株

全体あ る い は切断葉柄への病原菌噴霧接種法， 葉柄切断

面の菌液浸潰接種法， ク ラ ウ ン への胞子懸濁液注入法及

び圃場 に お け る 自 然発病調査等が試み ら れて い る 。 そ れ

ら の 評価 は 発病小葉率， 発病葉柄率， 萎 ち ょ う 枯死株

率， 病斑長， 葉柄， 葉身の発病程度や発病面積等で行わ

表 - 1 イ チ ゴ炭 そ 病に対す る 抵抗性の 品種間差異

山本 小玉 池 田 岡 山 岡 山 石 川 山川 野口 松尾 斉藤

検定 ら ら 桜井

条件 植木
1971 1978 1987 1990 1994 989 a 1990 1990 1990 1994 

胞子の
接種 x 10' フ フ 2 . 6  1 . 0  1 . 0  103 2 . 0  コ

濃度 X 10' 1 . 0  1 . 0 
骨 骨 ・ - - - - - 骨 ・ . - ・ ・ ・ F 岨 ー - ー - - - - - - - - - - - - - - ・ ・ ・ ・ ー ー ・ - - - - - ー ・ - - - - - - - - ー ー ー ー ー - ー ・ - - -

接種部位 全身 全身 全身 全身 全身 全身 全身 葉柄 全身 フ
- ー ー ー ・ . - ・ ・ - - - ー ー ・ - - - ・ ・ - - ー ー - - ー ー ー ー ー - - - - - ー ・ - - - - - ・ ・ - - -

検定部位 業身 小葉 葉身 葉柄 小葉 葉柄 葉柄 病斑 薬柄 ? 

葉柄 薬柄 婆 ち 発病 萎 ち 萎 ち 進展 萎 ち
ょ う 面積 ょ う ょ う ょ う
枯死 率 枯死 枯死 枯死

明宝 。
は つ く に 。
宝交早生 。 。 。 。 。 。 。 。 。
媛育 。
ド ー パ ー O 。

83118-41 O 。
ひ み こ 。
ひ の み ね 。

ー ・ ー ー ー . . 岨 ・- - - - ー ー ー - - - ・ ・ - - ー ー ， ー ， - - - ー - - - - ー ー ー - ・ ・ - - -

う ず し お O 
タ ホ ー O 
と よ の か O × O × O × O 
ダナ ー O 
久留米 48 O 
福羽 × O 
は る の か O X 

堀 田 ワ ン O × 

ダー

麗紅 X X × O O × X 

アイ ペ リ ー × O 
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ・ ー ー ー - - - - ー ー " ー ・ ・ - ・ ・ - - - ・ ・ - - - - - - ー ー - - - - - - ー ・ ー ー 自 白 ー ー ー ， ー ー ー ー ・ .

女峰 × × ム × X X 

新女峰 ム
芳玉 X × × 

紅宝満 X X 

久留米 103 X X 

久留米 36 × 

章姫 X 

あかねっ娘 × 

栃の峰 × 

0 ・ 抵抗性， 0 :中 程度抵抗性， ム : や や 弱 い ， x 感受性
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IDoverJ . ISequiaJ .  IFlorida BelleJ. I宝交早生」 等が
あ る 。 表 1 ， 図-2 で示 し た 品種 を 遺伝的な相聞か ら 眺 め
て み る と ， タ ホ ー 宝交早生ーひ み こ の系統は抵抗性で
あ り ， 芳玉ーは る の か系統内 の麗紅， 女峰 は感受性の よ
う であ る 。 現在の と こ ろ ， 真性抵抗性品種 は ま だ見つ か
っ て い な い。 筆者 も 耐病'性検定 を 行 っ た 経験が あ る が，

イ チ ゴ炭 そ 病の発生動向 と 品種の変遷

れて い る 。 各研究者 に よ る 試験の結果 を総括 し て表ー1 に
示 し た 。 ま た ， 図-2 (野口 . 1991 ) も 参考 に す る と ， 各
品種の抵抗性 は連続的であ り ， 菌の接種条件， 作物の生
育ス テ ー ジ及 び評価法 に よ っ て微妙な差が研究者間でみ
ら れ， 品種聞 の 差 を 明瞭 に 区別 で き る も の で は な い よ う
で あ る 。 現 在 ， 高 度 抵 抗性 と い わ れ る 品 種 と し て は

供 � 品 種 名

A
S

長

!h 品 種
7s America 

78 C. P討zew旭ner
77 冷凍加工育成系統
78 ベ F ー且 タ ー
79 ^ • 
m 八千代
81 Redchief 

82 .:. '" ー ダナ-
83 堀田 '7 "./ダ
U ふ じ さ き
85 し ゅ う こ う
86 Excelsi。
釘 Chef

88 AC 1466 
89 Merton Princess 

鈎 大和図書旨成

91 千代田
92 Guardsm聞

93 :!l 痔
94 S回ga P陪sco盟国

95 ひのみね
鑓 Belrubi

97 紅 ・

98 福 羽
99 芳 去

100 A. C1imax 

101 Marie France 

102 と よ のか

103 嘱滋在来四季成
104 は る の か

l 防 L揖担a
106 主 香

107 ..，.守 ー ベ リ ー
108 Montro田

109 F. cbir明白is

110 Swpri田 de Halles 

III F 吋tgi瓜回a

名名!h 晶 a
38 M町田ion

39 Flori也 6飽

40 紅 樋
41 皐咲 き

42 紅 露
43 勝 征
44 橿早生ひむか
45 Stop llght 

46 事 玉
47 大 鈴

48 筑 禦
49 Fre叩0

50 7 ロ マ

51 Redglow 

52 Callsia 

53 紅 輝
54 さ し ま l 号

弱 三 篠
56 F叫d路

57 明 石

58 大石四季成 2 号

59 夏咲 き
60 GoreUa 

61 たかね

62 紅 婦
関 Mar也aU
“ New Oregon 
65 Vìctoria 

66 p，叫ahont踊

67 Empite 

68 秋 香
69 Apprlever 

70 紅富士
71 Hollday 

72 Tioga 

η Robin掴R

74 Klonmore 

& 
国

Dover 

女 峰

a 
ω 

& 
15 

-圃

名

C::J 

!h 品 種
1 83118-41 
2 The sun 
3 静 香
4 General ch副IZY

5 E凶u

6 宝交早生

7 恥柑

s て る のか

9 Cruz 

10 明 宝
11 Do喝凶
12 T町田国韓血

13 A凹<00

14 促成 3 号
15 天 朱
16 1"1る よ い

17 讃 紅
18 Senga Sengana 

19 静 宝
20 B1akemo問

21 Ever，田t

22 ひみこ

幻 Xenion

24 ベルルー ジ 品
25 長崎 !l 4 - "./
26 Aiko 

z 千 .
n 紅室調
29 Vebrant 

30 大村朱
31 女 峰
32 • 
33 80皿ty

34 . 紅
お う ず しお

36 Sh踊也

37 宮 崎

A 
" 

'---'ー--1
泊 25 11 

病 斑

A 
凶

品
lQ 

B
a
z
-
-
.
，

 

..
 闘"
"

"

"

咽

川

W

咽

市

初

制

a

n

m

濁

"

"

m

m

淘

m

m

n

M

掲

揚

抑

ma

a

a

"

a

a

“

e

a

u

・

“

"

"

担

a

u

謂

鍋

"

"

"

ω

Mm

m

a

“

“W

Mw

e

-

-

m

n

n

n

"

潟

凋

n

苅

-m

"

刷

回

国

脂

s

・

g

・

-

"

"

"

"

“

"

"

"

"

"咽剛岨咽剛咽咽叩咽崎川川

図 - 2 炭 そ 病病斑長 に よ る 抵抗性の 品種間差異 (野口. 1991)  
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供試個体の生育 ス テ ー ジ に よ っ て 接種後の発病の様相が

大 き く 変わ る こ と か ら ， 検定 に お 砂 る 供試個体の生育ス

テ ー ジ， 菌系， 菌の接種後の温度等 に つ い て さ ら に検討

す る 必要があ る 。

4 最近育成 さ れた新品種の炭 そ病抵抗性

最近， 静岡県か ら 久能早生 を母親， 女峰 を 父親に し た

「章姫J が新品種 と し て育成 さ れた が， 本病 に は弱 い よ う

であ る (斉藤， 1994) 。 ま た ， 愛知県 で育成 さ れた 「 あ か

ね っ 娘J ( ア イ ペ リ ー × 宝交早生の交雑種 × と よ の か) x 
( ア イ ペ リ ー × 宝交早生) も 本病 に対す る 感受性 は女峰 と

同 等 か や や 高 い と さ れ て お り ， 耐病性 は 低 い (桜井，

1994) 。 さ ら に ， 栃木県で育成 さ れた 「栃の峰」 も 女峰 と

同程度の発病 と 報告 さ れて い る (植木， 1994) 。 こ れ ら の

例 も ， 品質優先の育種の結果であ り ， 育成段階か ら 本病

に対す る 耐病性 に つ い て は重要視 さ れて い な か っ た の で

あ ろ う 。

5 今後の課題

以上述べ て き た よ う に ， イ チ ゴ の 品種育成 は耐病性 を

目 標 に 掲 げな が ら も ， 炭 そ 病 に お い て は， 病理屋が感服

す る ト マ ト の育種の よ う な耐病性育種の段階 に は到達 し

て い な い よ う で あ る 。 高 品質で高収量 の 品種 と い え ど

も ， 高収益 を得 る た め に 栽培期間中 の病害虫防除 に か け

る 費用 と 労力 は膨大 な も の であ る 。 耐病性品種の育成が

高品質品種の育成 と 相反す る と し て も ， せ め て 防除の し

や す い草型や栽培様式 に 十分配慮 し た 品種の育成 を希望

す る 次第であ る 。 ま た ， 最近， 栽培の省力化や病害虫防

除の容易 な栽培体系 も 検討 さ れつ つ あ り ， 今後の発展 に

期待 し た い。
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